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更新時講習の教材の在り⽅についての提⾔

はじめに
運転免許証の更新時講習については、昨年5⽉に実施された⾏政刷新会議による事

業仕分け（第2弾）の対象事業として採り上げられ、講習において配布・使用されて
いる教材の調達について、実質的な競争性を確保し、コストを削減することで、運転
免許証の更新者の負担を下げる努⼒をすべきとの評価がなされた。
この評価を受けて、これまで警察庁では、更新時講習の教材の調達について、来年

度中の⼀般競争⼊札等の導⼊を都道府県警察に対して指⽰するなど、教材の競争性を
確保するための取組みを進めてきたところであるが、受講者の負担の軽減をより確実
なものとするためには、教材の在り⽅についても⾒直す必要がある。
他⽅で、更新時講習は、運転者にとって、安全運転の知識の充実を図ることができ

る貴重な機会となっており、更新時講習の受講者数が、毎年約1,600万⼈にも上るこ
とを踏まえると、教材の在り方は、交通の安全の確保に大きな影響を与えるものであ
る。また、受講者が教材を負担と感じるか否かは、分量の多寡だけではなく、その使
いやすさや分かりやすさとの相関において決まるものであることから、教材の⾒直し
に当たっては、これらについても、十分に配慮する必要がある。
以上を前提に、当懇談会として、更新時講習の教材の在り⽅について検討を⾏った

結果は、以下のとおりである。

１ 基本的な考え方
更新時講習は、運転免許証の更新の機会に、最近の道路交通法令の改正等に関す

る知識を提供し、安全運転に関する知識を再確認することにより、運転者の安全運
転の知識の充実を図ることで、交通の安全の確保を果たすことを⽬的としている。
このため更新時講習で⽤いられる教材については、講習の効果が⾼まるよう、分か
りやすく、講習が終了した後も引き続き有効に活⽤されるようなものを配布する必
要がある。
同時に、更新時講習は、運転免許保有者に対して受講が義務付けられており、そ

の費⽤は受講者が⽀払う⼿数料によって負担されていることから、その教材の在り
方を検討するに当たっては、国⺠の負担の軽減にも⼗分に配慮しなければならない。
このような観点から、更新時講習の教材については、交通の安全の確保を損なわ

ない範囲で、可能な限り合理化するという⽅向で、その在り方を検討すべきである。



２ 教材の冊数の削減
更新時講習の教材については、警察庁交通局運転免許課⻑通達により、次のもの

を使用するよう定められている。
○ 教本 → 次の内容について正確にまとめられたもの
・ 「交通の方法に関する教則」（昭和53年国家公安委員会告⽰第3号）（第2
章及び第3章を除く。）

・ 最近における道路交通法令の改正の概要
・ 危険予測、回避⽅法等、⾃動⾞等の安全な運転に必要な実践的な知識
・ 心肺蘇生、自動体外式除細動器（AED）の使用等、負傷者等の救護処置
の具体的な方法

○ 運転適性診断用紙
運転者の運転⾏動に関する意識及び態度を測定するために有効である簡易な

設問（⼆者択⼀式、30問程度）並びにその回答に基づく指導内容が記載され
た検査用紙

○ 地⽅版資料 → 次の内容について盛り込まれたもの
・ 地域における道路交通の現状と交通事故の実態
・ ⾞が故障した場合の措置
・ 故障の場合の連絡先等
・ 交通事故相談所一覧表
・ 各種運転免許関係⼿続案内（更新、失効、再交付、記載事項変更届出等の
各種免許関係⼿続を⾏う際の申請⽇時場所、必要な書類等を教⽰するもの）

・ その他都道府県の実情に応じた内容

これを受けて、現在、多くの都道府県において、次の4冊が配布されている。
○ 「交通の教則」（(財)全⽇本交通安全協会発⾏）⼜は「知っておきたい交通
ルール」（(社)全⽇本指定⾃動⾞教習所協会連合会発⾏）

○ 「人にやさしい安全運転」（(財)全⽇本交通安全協会発⾏）
○ 「安全運転自己診断」（(財)全⽇本交通安全協会発⾏）
○ 地⽅版資料（都道府県ごとに作成）
このように、更新時講習では、4冊の教材が配布されているが、教材が複数の冊

子に分かれていることにより、内容に重複が生じ、使い勝手が悪くなっているおそ
れがある。
このことを踏まえて、教材の内容を精査すると、複数の教材に同じような内容が

採り上げられており、教材の冊数を削減することで、全体の分量を削減することが



可能と考えられる。
具体的には、「交通の教則」と「人にやさしい安全運転」（又はこれらに相当す

る教材。）において扱われている事項を整理し、⼀冊の教材（以下「新教本」とい
う。）にまとめるべきである。その際、新教本の分量については、「交通の教則」
と「⼈にやさしい安全運転」の合計の分量から４分の１程度削減することが適当で
ある。
なお、新教本に盛り込まれるべき具体的な事項については、別紙１のとおりであ

る。

３ 講習の内容に対応した教材の配布
更新時講習には、運転者の違反・事故の状況等に応じて、優良運転者講習、⼀般

運転者講習、違反運転者講習及び初回更新者講習の4つの区分が設けられており、
優良運転者講習以外の区分の講習においては、配布されている全ての教材が講習の
中で使⽤されているが、優良運転者講習においては、時間的な制約から、運転適性
についての診断と指導に関する事項を講習の中で扱うこととはしていない。そのた
め、優良運転者講習では、配布されている4冊の教材のうち、「安全運転自己診断」
については、講習では使⽤されていない。これは、講習終了後に活⽤されることを
期待して配布されているものであるが、対象が無事故・無違反の優良運転者である
ことを踏まえ、負担軽減の観点から、「安全運転自己診断」については配布しない
こととすべきである。これにより、配布される教材の冊数は、優良運転者講習では
２冊となる。
なお、優良運転者講習の受講者の中には、⾃⾝の運転⾏動に関する意識や態度を

把握したいと考える者もいることから、このような者がその機会を得られる何らか
の方法については、別途検討する必要がある。

４ 教材が有効に活用されるための工夫
更新時講習は、運転者が安全運転の知識の充実を図ることができる貴重な機会で

はあるが、時間的な制約がある講習の場だけでは、運転者として必要な情報を十分
に得ることは困難であると考えられる。そのため、講習が終了した後も、配布され
た教材を有効に活⽤することにより、安全運転への理解を深め、意識を継続するこ
とが⼤切であるが、現在の教材には、そのように利⽤されるための⼯夫が必ずしも
十分になされていない。
(1) 運転者にとって有益な情報の充実

受講者にとって新たな負担とならないことを前提に、運転者が必要としている



情報を的確に盛り込む必要がある。その際、更新時講習の受講者の多くは、⾃動
⾞教習所の教習⽣とは異なり、既に⼀定の運転経験を有している者であることか
ら、教材は、実際の運転に即した実践的な事項に重点を置いた内容とすべきである。
特に、最近の技術の進歩に伴い、カーナビゲーション装置、ノンストップ自動

料⾦⽀払いシステム（ETC）等、様々な機能を有する新しい装置が⾃動⾞に搭載
されるようになったほか、⾃動⾞そのものについても、横滑り防⽌装置等、新た
な機能が備わりつつある。そして、従来のガソリン⾞に加え、電気⾃動⾞やハイ
ブリッド⾃動⾞の普及も進んでおり、⾃動⾞を取り巻く環境が⼤きく変化してい
るが、これらの最新の⾞両技術の活⽤⽅法や使⽤時の注意事項については、運転
者にとって役に⽴つ情報でもあることから、積極的に扱うべきである。

(2) インターネットの活用
インターネットの普及がかなり進んでいるにもかかわらず、現在、教材の内容

やその関連情報等、運転者にとって必要な情報が、インターネット上にはほとん
ど掲載されておらず、講習終了後における教材の効果的な利⽤を図るための取組
みが不⼗分である。
そこで、教材の内容に関連する情報に加え、最近の道路交通法令の改正に関す

るより詳細な説明、各都道府県警察の免許関係ページへのリンク等、運転者が必
要としている情報を、警察庁ホームページに集約して掲載するなど、インターネ
ットコンテンツの充実を図るべきである。また、それぞれのコンテンツを教材に
関連付けることにより、教材が講習の場だけでなく、講習が終了した後も、イン
ターネットと合わせて有効に活用されることが期待される（別紙２参照）。

(3) 運転者個⼈の資料としての教材の活⽤
安全運転を継続するためには、運転者が自分自身の運転の状況や傾向を把握し、

正確に理解することが重要であると考えられる。また、運転の状況については、
⼀般的に⼀定のものではなく、その時点での⾝体の状態等の影響により、年々変
化するものである。
そこで、次の免許証の更新を受けるまでの3年⼜は5年の間に、⾃分の運転の

状況を記録するために、教材を有効に活用する工夫が必要である。
具体的には、運転者自身のヒヤリ・ハット体験、違反・事故等について書き込

むことができる欄を設けることにより、教材を運転者個⼈の資料として活⽤する
ことが考えられる（別紙３参照）。



別紙１

新教本に盛り込まれるべき事項について

第⼀ 最近における道路交通法令の改正の概要
最近５年間程度の主要な道路交通法令の改正の趣旨、施⾏の時期、改正の内容

等について、図表等を用いて解説すること。

第⼆ 最新の⾞両技術の活⽤⽅法・使⽤時の注意事項
先進安全⾃動⾞（ＡＳＶ）、カーナビゲーション装置、ノンストップ⾃動料⾦

支払いシステム（ＥＴＣ）、電気⾃動⾞・ハイブリッド⾃動⾞、横滑り防⽌装置
等の最新の⾞両技術の活⽤⽅法と使⽤時の注意事項について、イラスト等を⽤い
て解説すること。

第三 交通公害、地球温暖化の防止等
交通公害、地球温暖化の防止等について、「エコドライブ10のすすめ」（平成

18年10⽉エコドライブ普及連絡会策定）の内容を中⼼に解説すること。

第四 危険予測
１ 危険予測の心構え

駐⾞⾞両や障害物の陰から⼈が突然出てきても、安全な措置が採れるよう、「か
もしれない」運転を心掛けること、慣れによる慎重さや緊張感の鈍化による「だ
ろう」運転を回避すること、道路環境の変化に合わせて意識を切り替えること等
の重要性について解説すること。

２ 危険予測の方法
視覚や聴覚を用いて、絶えず運転に必要な情報を捉えること、ちょっとした手

掛かりを元に、⼈や⾃動⾞等の存在を察知すること、他の⾃動⾞等の運転者や歩
⾏者等が、次にどのような⾏動をするかを、その者の⽬の動きや⾝体の動きによ
って察知すること等の重要性について解説すること。

３ 死角
⾃らの⾞両によって⽣じる死⾓、駐停⾞⾞両によって⽣じる死⾓、交差点にお

ける死角、カーブにおける死角等についてイラスト等を用いて解説すること。そ
の際、死角によって生じる危険を回避するための方法についても言及すること。



第五 年齢に応じた運転特性
１ 高齢運転者の一般的特性

高齢運転者の事故傾向、事故原因及び運転特性について解説すること。その際、
⾼齢運転者が運転する上での留意点についても⾔及すること。

２ 視⼒と加齢
運転に必要な情報の⼤半を依存する視⼒（①静⽌視⼒と動体視⼒、②視野、③

明度の差、④順応と眩惑）について、イラスト等を用いて解説すること。その際、
げん

加齢との関係についても言及すること。
３ 反応と加齢

加齢に伴って反応速度が遅くなったり、動作の正確さが低下したりすることに
ついて、データ等を用いて解説すること。

４ 若年運転者の⼀般的特性
若年運転者の事故傾向、事故原因及び運転特性について解説すること。その際、

若年運転者が安全運転する上での留意点についても⾔及すること。

第六 飲酒運転の根絶
飲酒運転による事故傾向、飲酒運転の危険性及び罰則、飲酒運転をさせない取

組み等について解説すること。その際、飲酒運転による事故の悲惨さについても
言及すること。

第七 事故時の対応と応急救護処置
財団法⼈⽇本救急医療財団が主催する⼼肺蘇⽣法委員会策定の「救急蘇⽣法の

指針（市⺠⽤）」に基づいた応急救護処置及び一時救命処置の方法について、イ
ラスト等を用いて解説すること。その際、事故時の対応についても言及すること。

第⼋ 交通反則通告制度、放置違反⾦制度、点数制度及び講習制度
交通反則通告制度、放置違反⾦制度、点数制度、講習制度（初⼼運転者講習、

違反者講習、停⽌処分者講習、取消処分者講習、更新時講習、⾼齢者講習）につ
いて、図表等を用いて解説すること。

第九 被害者等の手記
交通事故がもたらす社会的影響、運転者の社会的責任について再確認させ、安

全運転意識の向上に資するような内容の被害者⼜は被害者遺族の⼿記を掲載する
こと。



第十 「交通の方法に関する教則」
「交通の方法に関する教則」（昭和53年国家公安委員会告⽰第３号）（第２章

及び第３章を除く。）の内容を、必要に応じてイラスト等を用いて記載すること。

第十一 その他
１ 運転状況メモ欄

受講者が⾃らの運転状況について振り返る際に役に⽴つような、ヒヤリ・ハッ
ト体験、違反・事故等を記録することができるメモ欄を設けること。

２ 「安全運転５則」
以下の「安全運転５則」を記載すること。
○ 安全速度を必ず守る
○ カーブの⼿前でスピードを落とす
○ 交差点では必ず安全を確かめる
○ ⼀時停⽌で横断歩⾏者の安全を守る
○ 飲酒運転は絶対にしない



別紙２

インターネットの活用について（警察庁ホームページのイメージ）

警察庁ホームページ 最近の道路交通法令の改正の解説
（トップページ） ・最近5年間の道路交通法令の改正について、

（http://www.npa.go.jp） 図やイラスト等を用いた分かりやすく説明し
た資料を掲載する。
（教材の関係箇所にURLを記載）

安全のための運転知識
安全快適な交通の確保 ・こどもや高齢者に対する配慮等、安全運転の
（交通局トップページ） ための知識をピンポイントで分かりやすく説

明した資料を掲載する。
（教材の関係箇所にURLを記載）

交通事故の実態
・最新（前年）の交通事故情勢を概説するほか、

【運転免許】 交通事故の発生件数、死者数、負傷者数等の
運転者のみなさまへ(仮称) 推移等のデータを掲載する。
（教材にURLを記載）

交通の方法に関する教則
・交通の⽅法に関する教則（昭和53年国家公安
委員会規則第3号）の全文を掲載する。
（教材の関係箇所にURLを記載）

交通違反点数等の仕組み
・交通違反点数と⾏政処分（運転免許の取消し
・停止）について、図やチャート等を用いた
分かりやすい解説を掲載する。
（教材の関係箇所にURLを記載）

運転免許証に関する各種手続
(都道府県警察ホームページへのリンク)
・運転免許証に関する各種手続について概説す
るほか、都道府県警察の運転免許関係ホーム
ページへのリンクを掲載する。

教材に関するページ
（教材作成業者のホームページへのリンク）
・教材作成業者が教材のために作成しているホ
ームページへのリンクを掲載する。

http://www.npa.go.jp


別紙３

運転者個⼈の資料としての教材の活⽤について
（運転状況メモ欄のイメージ）

この欄は、運転時のヒヤリ・ハット体験、違反・事故等の記録を書き込んでいただく
ためのものです。必要に応じて活⽤していただき、みなさまの安全運転にお役⽴てくだ
さい。
年⽉⽇ 内 容 場 所 備 考



資 料



１．更新時講習の概要

● 都道府県公安委員会は、運転免許証の更新を受けようとする者（高齢者講
習を受ける者等を除く。）に対し、更新時講習を行うこととされています。

● 更新時講習は、免許証の定期的な更新の機会をとらえて道路交通法令、道路
交通事情等について講習を行うことにより、安全な運転に必要な知識を補い、運
転者の安全意識を高めることを目的としており、

○ 優良運転者講習
○ 一般運転者講習
○ 違反運転者講習
○ 初回更新者講習

の４区分により、運転者の違反、事故の状況等の属性に応じて、よりきめ細やか
な講習を行っています。

（１） 優良運転者講習（３０分）

視聴覚教材等を使用して交通事故の実態、安全運転に必要な知識等につ
いての説明を行っています。

（２） 一般運転者講習（１時間）

優良運転者講習の内容に加え、安全運転自己診断等により適性検査を実

運転免許証の更新時講習について

優良運転者講習の内容に加え、安全運転自己診断等により適性検査を実
施し、安全な運転について具体的な指導を行っています。

（３） 違反運転者講習（２時間）

一般運転者講習の内容に加え、自動車等の運転に必要な知識に関する
討議及び指導等を行っています。

（４） 初回更新者講習（２時間）

一般運転者講習の内容に加え、自動車等の運転に関する基礎的な知識
に習熟させるための討議および指導等を行っています。

※優良運転者
更新日等において、継続して免許を受けている期間が５年以上であり、かつ、５年
間違反行為等をしていない者

※一般運転者
優良運転者、違反運転者及び初回更新者以外の者

※違反運転者
更新日等において、継続して免許を受けている期間が５年以上であり、かつ、５年
間に違反行為等をした者（３点以下の軽微違反行為１回のみをした者（人身事故等を
起こしていない場合に限る。）を除く。）

※初回更新者
継続して免許を受けている期間が５年未満である者



優良運転者講習 一般運転者講習 違反運転者講習 初回更新者講習 合計

平成19年 7,607,320人 2,856,656人 4,168,921人 1,171,016人 15,803,913人

３．更新時講習受講者数

２．更新時講習の内容

道路交通の現状と
交通事故の実態

運転者の心構えと
義務

安全運転の知識
運転適性について
の診断と指導

合計

優良運転者講習 １０分 １０分 １０分 － ３０分

一般運転者講習 １０分 １０分 ２０分 ２０分 ６０分

違反運転者講習 １０分 １０分 ４０分 ６０分 １２０分

初回更新者講習 １０分 １０分 ４０分 ６０分 １２０分

※ 「更新時講習の運用について」（平成１８年３月７日付警察庁丙運発第１０号）により、更新
時講習の講習科目及び時間割の標準として警察庁から都道府県警察に示されたもの。

４．更新時講習の手数料

平成20年 6,802,037人 2,974,039人 4,351,008人 1,179,231人 15,306,315人

平成21年 8,505,895人 3,149,673人 4,136,410人 1,173,060人 16,965,038人

※ 全国の受講者数の合計

講習名 講習手数料

優良運転者講習 700円

一般運転者講習 1,050円

違反運転者講習 1,700円

初回更新者講習 1,700円

※ 運転免許証の更新のために、別途2,550円の更新手数料が必要となる。







○ 事業仕分けの評価結果等を踏まえた更新時講習業務の委託等に関する対応について

（平成22年６月23日付け警察庁丁交企発第87号等）（抄）

６月18日に開催された閣僚懇談会において、５月に実施した事業仕分けの評価結果

を踏まえ、公益法人への支出の見直し等に取り組むとともに、政府系の公益法人が行

う事業について横断的な見直しに取り組んでいただきたい旨の内閣総理大臣発言がな

された。事業仕分けにおいては、特に更新時講習において使用されている教本の調達

について、「実施機関を競争的に決定」するように求められたところである（別添）。

更新時講習業務を含む交通警察関係業務の民間委託等の見直しについては、「免許

関係事務の民間委託の見直しについて」（平成17年１月27日付け警察庁丁運発第15号

等）、「交通警察関係業務の民間委託等の見直しについて」（平成20年１月31日付け警

察庁丁交企発第11号等）等により指示したところであるが、各都道府県警察にあって

は、当該事業仕分けの評価結果をも踏まえ、更新時講習業務の委託、更新時講習で使

用する教本等の購入について、原則として、平成23年度中に一般競争入札等の競争性

の確保された契約方法を導入することとされたい。また、他の交通警察関係業務全般

についても、同様に民間委託等の一層の見直しを行うこととされたい。

※ 別添「政府系の公益法人が行う事業の横断的見直しについて」（平成22年６月15日行政刷新会議）

２.事業の実施等について

(1) 実質的な競争性の確保

競争入札等により国等が公益法人向け支出を行っている場合において、応募条件等が制限的

であるため競争が妨げられている例が見られたことから、このように競争性の発現が阻害され

ていることがないかについて厳格な見直しを行い、実質的な競争性を確保する。



○ 更新時講習の運用について（平成18年３月７日付け警察庁丙運発第10号）（抄）

第１ 基本的留意事項

３ 講習用教材

道路交通法施行規則の一部を改正する内閣府令（平成18年内閣府令第４号）に

よる改正後の道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号。以下「規則」とい

う。）第38条第11項に定める教材については、最近の道路交通法令の内容を明示

したり、自動車等の安全な運転に必要な実践的な知識等を内容とする更新時講習

にふさわしい教本、都道府県の交通実態等を内容とする地方版資料、危険予測、

事故事例等に関する視聴覚教材、安全運転自己診断を実施するための所要の運転

適性検査用紙その他必要な教材を必要数整備すること。

第２ 講習実施上の留意事項

４ 講習の方法

講習は、別表「更新時講習の講習科目及び時間割り等に関する細目」その１

「優良運転者講習」、その２「一般運転者講習」、その３「優良運転者講習と一

般運転者講習の合同講習」、その４「違反運転者講習（違反運転者講習と初回更

新者講習の合同講習）」及びその５「初回更新者講習」に準拠し、それぞれの都

道府県の交通実態に即して重点を選定するなど実質的効果の上がるような内容の

講習指導案を作成して実施すること。

なお、講習を実施する際には、視聴覚教材等を積極的に活用するなどして講習

効果が上がるよう努めるとともに、高齢者学級などの特別学級を編成する場合に

は、受講者の態様に応じた内容の講習となるよう留意すること。



別表 更新時講習の講習科目及び時間割り等に関する細目

その１ 優良運転者講習

講 習

講 習 科 目 講 習 細 目 講 習 方 法 留 意 事 項

時 間

開講

講師の自己紹介 １０

受講者の点呼 分

講習概要・日程の説明

受講者の心得の説明

１ 道路交通の現状 (1) 地域における車社会 講義 ○ 都道府県の実態に応じて、交通事故、渋滞、交

と交通事故の実態 の実態 教本、視聴覚教材等 通公害、違法駐車、暴走行為等について重点的に

説明する。

(2) 交通事故の特徴 ○ 地域における事故多発路線、時間帯、事故類

型、原因等について、事故事例と併せて説明す

る。

２ 運転者の心構え (1) 無事故無違反の奨励 ○ 今後における無事故・無違反、安全運転を奨励

と義務 する。 １０

(2) シートベルト、ヘル ○ シートベルト、ヘルメットの着用に関し、その 分

メットの着用 必要性と効果について事例等を用いて説明し、着

用が習慣づけられるよう指導する。

(3) 交通事故を起こした ○ 交通事故を起こしたり違反行為をした場合に

加害者の責任 は、当然それに相応する社会的な非難を受け、責

任を問われることを説明する。

加害者の刑事上、民事上、行政上の責任につい

て、裁判例、点数制度等により説明して、認識さ

せる。

(4) 交通事故を起こした ○ 警察官に対する報告義務と通報要領及び事故の

運転者の義務 再発防止義務について説明する。

(5) 負傷者の救護措置 ○ 救急車の到着するまでの間における負傷者への

応急救護処置等について説明する。

３ 安全運転の知識 最近において改正が行 ○ 受講者の前回の更新後において改正された道路 １０

われた道路交通法令の知 交通法令のうち、運転者に必要な事項の要点を説 分

識 明する。

講 習 時 間 合 計 ３０

分



その２ 一般運転者講習

講 習 科 目 講 習 細 目 講 習 方 法 留 意 事 項 時 間

開講

講師の自己紹介 １０

受講者の点呼 分

講習概要・日程の説明

受講者の心得の説明

１ 道路交通の現状 (1) 地域における車社会 講義 ○ 都道府県の実態に応じて、交通事故、渋滞、交

と交通事故の実態 の実態 教本、視聴覚教材等 通公害、違法駐車、暴走行為等について重点的に

説明する。

(2) 交通事故の特徴 ○ 地域における事故多発路線、時間帯、事故類

型、原因等について、事故事例と併せて説明す

る。

２ 運転者の心構え (1) 安全運転の心構え ○ 運転者には、交通ルールを守り、常に細心の注

と義務 意を払って、他人に危害を与えないような速度と １０

方法で自動車等を運転しなければならない義務の 分

あることを指導する。

(2) シートベルト、ヘル ○ シートベルト、ヘルメットの着用に関し、その

メットの着用 必要性と効果について事例等を用いて説明し、着

用が習慣づけられるよう指導する。

(3) 交通事故を起こした ○ 交通事故を起こしたり違反行為をした場合に

加害者の責任 は、当然それに相応する社会的な非難を受け、責

任を問われることを説明する。

加害者の刑事上、民事上、行政上の責任につい

て、裁判例、点数制度等により説明して、認識さ

せる。

(4) 交通事故を起こした ○ 警察官に対する報告義務と通報要領及び事故の

運転者の義務 再発防止義務について説明する。

(5) 負傷者の救護措置 ○ 救急車の到着するまでの間における負傷者への

応急救護処置等について説明する。

３ 安全運転の知識 (1) 最近において改正が ○ 受講者の前回の更新後において改正された道路

行われた道路交通法令 交通法令のうち、運転者に必要な事項の要点を説 ２０

の知識 明する。 分

(2) 危険予測と回避方法 ○ ＯＨＰ、ビデオ、アナライザー等を活用し、交

等 差点通行、夜間走行、高速道路通行等に関する具

体的危険場面を示して、事故原因となる危険行

為、危険予測と回避方法等について理解させる。

４ 運転適性につい (1) 運転適性診断と指導 講義 ○ 安全運転自己診断等により適性検査を実施し、

ての診断と指導 運転適性検査用紙等 自らの運転特性を客観評価して自覚させ、結果 ２０

に基づいて安全運転の心構えを指導する。 分

(2) まとめ ○ 診断結果に基づくタイプ別の具体的な安全運転

のコツを指導し、安全運転態度を実行するための

動機付けを行う。

６０

講 習 時 間 合 計 分



その３ 優良運転者講習と一般運転者講習の合同講習

講 習 科 目 講 習 細 目 講 習 方 法 留 意 事 項 時 間

開講

講師の自己紹介 １０

受講者の点呼 分

講習概要・日程の説明

受講者の心得の説明

１ 道路交通の現状 (1) 地域における車社会 講義 ○ 都道府県の実態に応じて、交通事故、渋滞、交

と交通事故の実態 の実態 教本、視聴覚教材等 通公害、違法駐車、暴走行為等について重点的に

説明する。

(2) 交通事故の特徴 ○ 地域における事故多発路線、時間帯、事故類

型、原因等について、事故事例と併せて説明す

る。

２ 運転者の心構え (1) 安全運転の心構え ○ 運転者には、交通ルールを守り、常に細心の注

と義務 意を払って、他人に危害を与えないような速度と １０

方法で自動車等を運転しなければならない義務の 分

あることを指導する。

(2) シートベルト、ヘル ○ シートベルト、ヘルメットの着用に関し、その

メットの着用 必要性と効果について事例等を用いて説明し、着

用が習慣づけられるよう指導する。

(3) 交通事故を起こした ○ 交通事故を起こしたり違反行為をした場合に

加害者の責任 は、当然それに相応する社会的な非難を受け、責

任を問われることを説明する。

加害者の刑事上、民事上、行政上の責任につい

て、裁判例、点数制度等により説明して、認識さ

せる。

(4) 交通事故を起こした ○ 警察官に対する報告義務と通報要領及び事故の

運転者の義務 再発防止義務について説明する。

(5) 負傷者の救護措置 ○ 救急車の到着するまでの間における負傷者への

応急救護処置等について説明する。

３ 安全運転の知 (1) 最近において改正が ○ 受講者の前回の更新後において改正された道路

識① 行われた道路交通法令 交通法令のうち、運転者に必要な事項の要点を説 １０

の知識 明する。 分

○ 前半の講習終了とし、終了する優良運転者に対

前半講習のまとめ しては、次回も優良運転者で更新できるよう安全

運転者としての誇りを持つことと、優良運転者で

あってもわずかな心の油断が事故に結びつくこと

を簡単に説明して終了する。

４ 安全運転の知 (1) 危険予測と回避方法 講義 ○ ＯＨＰ、ビデオ、アナライザー等を活用し、交

識② 等 教本、視聴覚教材等 差点通行、夜間走行、高速道路通行等に関する具 １０

体的危険場面を示して、事故原因となる危険行 分

為、危険予測と回避方法等について理解させる。

５ 運転適性につい (1) 運転適性診断と指導 講義 ○ 安全運転自己診断等により適性検査を実施し、

ての診断と指導 運転適性検査用紙等 自らの運転特性を客観評価して自覚させ、結果に ２０

基づいて安全運転の心構えを指導する。 分

(2) まとめ ○ 診断結果に基づくタイプ別の具体的な安全運転

のコツを指導し、安全運転態度を実行するための

動機付けを行う。

６０

講 習 時 間 合 計 分



その４ 違反運転者講習（違反運転者講習と初回更新者講習の合同講習）

講 習

講 習 科 目 講 習 細 目 講 習 方 法 留 意 事 項

時 間

開講

講師の自己紹介 １０

受講者の点呼 分

講習概要・日程の説明

受講者の心得の説明

１ 道路交通の現状 (1) 地域における車社会 講義 ○ 都道府県の実態に応じて、交通事故、渋滞、交

と交通事故の実態 の実態 教本、視聴覚教材等 通公害、違法駐車、暴走行為等について重点的に

説明する。

(2) 交通事故の特徴 ○ 地域における事故多発路線、時間帯、事故類

型、原因等について、事故事例と併せて説明す

る。

２ 運転者の心構え (1) 安全運転の心構え ○ 運転者には、交通ルールを守り、常に細心の注

と義務 意を払って、他人に危害を与えないような速度と １０

方法で自動車等を運転しなければならない義務の 分

あることを指導する。

(2) シートベルト、ヘル ○ シートベルト、ヘルメットの着用に関し、その

メットの着用 必要性と効果について事例等を用いて説明し、着

用が習慣づけられるよう指導する。

(3) 交通事故を起こした ○ 交通事故を起こしたり違反行為をした場合に

加害者の責任 は、当然それに相応する社会的な非難を受け、責

任を問われることを説明する。

加害者の刑事上、民事上、行政上の責任につい

て、裁判例、点数制度等により説明して、認識さ

せる。

(4) 交通事故を起こした ○ 警察官に対する報告義務と通報要領及び事故の

運転者の義務 再発防止義務について説明する。

(5) 負傷者の救護措置 ○ 救急車の到着するまでの間における負傷者への

応急救護処置等について説明する。

３ 安全運転の知識 (1) 安全運転の基礎知識 ○ 受講対象に応じたビデオや映画を活用し、安全

運転、運転特性等についての理解を深めさせる。 ４０

(2) 最近において改正が ○ 受講者の前回の更新後において改正された道路 分

行われた道路交通法令 交通法令のうち、運転者に必要な事項の要点を説

の知識 明する。

(3) 危険予測と回避方法 ○ ＯＨＰ、ビデオ、アナライザー等を活用し、交

等 差点通行、夜間走行、高速道路通行等に関する具

体的危険場面を示して、事故原因となる危険行

為、危険予測と回避方法等について理解させる。

○ 身近な事故事例の説明を行い、それに基づく問

題点、なぜ事故が起きたのか、どうすれば回避で

きたかなどについて、自ら考えさせ意見を出させ

討論させる。

４ 運転適性、技能 (1) 運転適性診断と指導 実技等 ○ 安全運転自己診断等により実施し、自らの運転

についての診断と （検査用紙使用） 教本、運転適性検査器 特性を自覚させ、結果に基づいて安全運転の心構 ６０

指導 材等 えを指導する。 分

(2) 運転適性診断と指導 ○ ＣＲＴによる運転適性検査器を使用して、運転

（検査機器使用） 行動に必要な基本的動作機能を検査し、診断結果

に基づいて安全指導する。

(3) 安全運転態度の診断 ○ 診断用模擬運転装置を使用して、危険予測を中

と指導 心とした安全運転態度と運転個癖を検証し、診断

結果に基づいて安全指導する。

(4) 運転技能診断と指導 ○ 指導員が同乗して実車を運転させ、運転個癖や

運転技能を診断し、その結果に基づき安全指導す

る。

１２０

講 習 時 間 合 計 分

※ 講習科目４の細目は、重点を絞り選択して実施すること。



その５ 初回更新者講習

講 習

講 習 科 目 講 習 細 目 講 習 方 法 留 意 事 項

時 間

開講

講師の自己紹介 １０

受講者点呼 分

講習概要・日程の説明

受講の心得の説明

１ 道路交通の現状 (1) 地域における車社会 講義 〇 都道府県の実態に応じて、交通事故、渋滞、交

と交通事故の実態 の実態 教本・視聴覚教材等 通公害、違法駐車、暴走行為等について重点的に

説明する。

(2) 交通事故の特徴 〇 地域における交通事故多発路線、時間帯等と運

転経験の浅い運転者による交通事故類型、原因等

について事例と併せて説明する

２ 運転者の心構え (1) 安全運転の心構え ○ 運転者には、交通ルールを守り、常に細心の注

と義務 意を払って、他人に危害を与えないような速度と １０

方法で自動車等を運転しなければならない義務の 分

あることを指導する。

(2) シートベルト、ヘル ○ シートベルト、ヘルメットの着用に関し、その

メットの着用 必要性と効果について事例等を用いて説明し、着

用が習慣づけられるよう指導する。

(3) 交通事故を起こした ○ 交通事故を起こしたり違反行為をした場合に

加害者の責任 は、当然それに相応する社会的な非難を受け、責

任を問われることを説明する。

加害者の刑事上、民事上、行政上の責任につい

て、裁判例、点数制度等により説明して、認識さ

せる。

(4) 交通事故を起こした ○ 警察官に対する報告義務と通報要領及び事故の

運転者の義務 再発防止義務について説明する。

(5) 負傷者の救護措置 ○ 救急車の到着するまでの間における負傷者への

応急救護処置等について説明する。

３ 安全運転の知識 (1) 安全運転の基礎知識 ○ 運転経験の浅い運転者向けのビデオや映画を活

用し、安全運転、運転特性等についての理解を深 ４０

めさせる。 分

(2) 最近において改正が ○ 最近において改正された道路交通法令のうち、

行われた道路交通法令 運転者に必要な事項の要点を説明する。

の知識

(3) 危険予測と回避方法 ○ ＯＨＰ、ビデオ、アナライザー等を活用し、交

等 差点通行、夜間走行、高速道路通行等に関する具

体的危険場面を示して、事故原因となる危険行

為、危険予測と回避方法等について理解させる。

○ 運転経験の浅い運転者の特徴的な事故事例の説

明を行い、それに基づく問題点、なぜ事故が起き

たのか、どうすれば回避できたかなどについて、

自ら考えさせ意見を出させ討論させる。

４ 運転適性、技能 (1) 運転適性診断と指導 実技等 ○ 安全運転自己診断等により実施し、自らの運転

についての診断と （検査用紙使用） 教本、運転適性検査器 特性を自覚させ、結果に基づいて安全運転の心構 ６０

指導 材等 えを指導する。 分

(2) 運転適性診断と指導 ○ ＣＲＴによる運転適性検査器を使用して、運転

（検査機器使用） 行動に必要な基本的動作機能を検査し、診断結果

に基づいて安全指導する。

(3) 安全運転態度の診断 ○ 診断用模擬運転装置を使用して、危険予測を中

と指導 心とした安全運転態度と運転個癖を検証し、診断

結果に基づいて安全指導する。

(4) 運転技能診断と指導 ○ 指導員が同乗して実車を運転させ、運転個癖や

運転技能を診断し、その結果に基づき安全指導す

る。

１２０

講 習 時 間 合 計 分

※ 講習科目４の細目は、重点を絞り選択して実施すること。



○ 更新時講習の運用に関する細目について

（平成22年７月15日付け警察庁丁運発第70号）（抄）

４ 講習実施上の留意事項

(1) 教本

更新時講習において使用する教本は、次の内容について、正確にまとめられた

ものを使用するものとする。

・ 「交通の方法に関する教則」（昭和53年国家公安委員会告示第３号）（第２

章及び第３章を除く。）

・ 最近における道路交通法令の改正の概要

・ 危険予測、回避方法等、自動車等の安全な運転に必要な実践的な知識

・ 心肺蘇生、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用等、負傷者の救護処置の具

体的な方法

なお、教本の冊数及び規格は問わないが、講習終了後も持ち帰って、自宅又は

自動車等に保管し、いつでも確認できるよう、分かりやすく、使い勝手の良いも

のを使用すること。

(2) 地方版資料

ア 内容

次の内容を盛り込んだものを各都道府県において作成し、教本と併せた効果

的な講習を実施するものとする。

・ 地域における道路交通の現状と交通事故の実態

・ 車が故障した場合の措置

・ 故障の場合の連絡先等

・ 交通事故相談所一覧表

・ 各種運転免許関係手続案内

（更新、失効、再交付、記載事項変更届出等の各種免許関係手続を行う際

の申請日時場所、必要な書類などを教示するもの）

・ その他都道府県の実情に応じた内容

イ 作成上の留意事項

資料を作成する際には、以下の点に留意し、受講者に交通事故を身近なもの

としてとらえさせ、安全運転意識を高揚させるような内容とするよう配意する

こと。

(ｱ) 警察署ごとの事故多発地点・区間を示し、当該地点・区間において多くみ

られる事故の形態とそれを防ぐための安全運転のポイントを解説するなど、

地域の実情に応じた情報を提供すること。

(ｲ) 交通事故の被害者の手記を掲載するなど、受講者に交通事故の悲惨さを訴



えること。

(3) 視聴覚教材

視聴覚教材は、次のものを整備することとする。

・ ビデオ装置、ビデオテープ

・ 映写機、映画フィルム

・ スライド映写機、スライドフィルム

・ オーバーヘッド投影機、トランスペアレンシー

・ スクリーン

５ 運転適性、技能についての診断と指導の留意事項

運転適性、技能についての診断と指導は、一般運転者講習、違反運転者講習及び

初回更新者講習において実施することとなるが、その留意事項は次のとおりである。

(1) 検査用紙使用による診断と指導

運転適性診断と指導（検査用紙使用）は、運転者の運転行動に関する意識及び

態度を測定するために有効である簡易な設問（二者択一式、30問程度）及びその

回答に基づく指導内容が記載された検査用紙を用いて行い、これにより運転者の

運転行動に関する意識及び態度を測定し、その結果に基づいて安全運転に必要な

指導助言を与えることとする。



平成22年９月
警察庁交通局運転免許課

○　調査期間　　：平成22年８月23日（月）から９月１日（水）までの10日間　
○　調査場所　　：更新時講習を実施している全国の免許試験場・免許センター
○　調査対象者　 ：更新時講習の受講を終了した者（全国で3,679人）　

更新時講習で使用される教本についてのアンケート実施結果
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10.7%

3.0%

6.1%

14.3%

29.1%
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14.1%

9.2%

76.6%

3.3%

20.1%
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9.3%

13.7%

77.0%



36.8%

48.7%

14.5%

20.6%

42.3%

24.8%

12.3%

29.7%

55.7%

14.6%

21.0%

48.1%

21.1%

9.8%



　講習の教本（交通の教則）についてのアンケート調査結果

問１　教本の大きさはどうですか。 問２　教本に書かれている内容の量はどうですか。
合計 無効回答 大きい 小さい 適当 合計 無効回答 多い 少ない 適当

5 91 48 1,183 8 278 48 993
0.4% 6.9% 3.6% 89.1% 0.6% 20.9% 3.6% 74.8%

1 45 33 654 4 154 23 552
0.1% 6.1% 4.5% 89.2% 0.5% 21.0% 3.1% 75.3%

0 52 43 786 4 158 27 692
0.0% 5.9% 4.9% 89.2% 0.5% 17.9% 3.1% 78.5%

1 34 25 678 0 111 16 611
0.1% 4.6% 3.4% 91.9% 0.0% 15.0% 2.2% 82.8%

7 222 149 3,301 16 702 114 2,848
0.2% 6.0% 4.1% 89.7% 0.4% 19.1% 3.1% 77.4%

問３　教本の内容はどうですか。 問４　教本の字の大きさはどうですか。
合計 無効回答 難しい やさしい 適当 合計 無効回答 大きい 小さい 適当

8 109 237 973 4 12 354 957
0.6% 8.2% 17.9% 73.3% 0.3% 0.9% 26.7% 72.1%

5 62 114 552 2 5 168 558
0.7% 8.5% 15.6% 75.3% 0.3% 0.7% 22.9% 76.1%

7 79 139 656 1 14 214 652
0.8% 9.0% 15.8% 74.5% 0.1% 1.6% 24.3% 74.0%

1 42 116 579 1 14 95 628
0.1% 5.7% 15.7% 78.5% 0.1% 1.9% 12.9% 85.1%

21 292 606 2,760 8 45 832 2,795
0.6% 7.9% 16.5% 75.0% 0.2% 1.2% 22.6% 76.0%

問５　教本のイラストの量はどうですか。
合計 無効回答 多い 少ない 適当

9 60 142 1,116
0.7% 4.5% 10.7% 84.1%

5 43 77 608
0.7% 5.9% 10.5% 82.9%

7 63 122 689
0.8% 7.2% 13.8% 78.2%

7 45 68 618
0.9% 6.1% 9.2% 83.7%

28 211 409 3,031
0.8% 5.7% 11.1% 82.4%

問６　教本のどの部分が役に立ちそう（役に立った）ですか。（複数回答）

0 911 582 493 198 152 355 114 20
0.0% 68.7% 43.9% 37.2% 14.9% 11.5% 26.8% 8.6% 1.5%

0 492 391 239 83 78 160 91 11
0.0% 67.1% 53.3% 32.6% 11.3% 10.6% 21.8% 12.4% 1.5%

0 527 542 235 108 84 201 99 10
0.0% 59.8% 61.5% 26.7% 12.3% 9.5% 22.8% 11.2% 1.1%

0 410 402 278 144 105 258 95 6
0.0% 55.6% 54.5% 37.7% 19.5% 14.2% 35.0% 12.9% 0.8%

0 2,340 1,917 1,245 533 419 974 399 47
0.0% 63.6% 52.1% 33.8% 14.5% 11.4% 26.5% 10.8% 1.3%

問７　教本を、今後どのように利用されますか。 問８　教本を、今後、どのようにしますか。

合計 無効回答
持ち帰って車

内に保管
持ち帰って
自宅に保管

利用してから
処分する

直ちに捨
てる

3 306 793 172 53
0.2% 23.1% 59.8% 13.0% 4.0%

3 679 577 68 6 173 418 112 24
0.2% 51.2% 43.5% 5.1% 0.8% 23.6% 57.0% 15.3% 3.3%

5 317 362 49 2 211 470 124 74
0.7% 43.2% 49.4% 6.7% 0.2% 24.0% 53.3% 14.1% 8.4%

2 355 426 98 3 180 467 68 20
0.2% 40.3% 48.4% 11.1% 0.4% 24.4% 63.3% 9.2% 2.7%

2 304 390 42 14 870 2,148 476 171
0.3% 41.2% 52.8% 5.7% 0.4% 23.6% 58.4% 12.9% 4.7%

12 1,655 1,755 257
0.3% 45.0% 47.7% 7.0%

初 回 738 合 計 3,679

合 計 3,679

一 般 733 違 反 881

違 反 881 初 回 738

優 良 1,327

優 良 1,327 一 般 733

合計 無効回答
一通り見る

つもり

必要なとき、必
要な部分だけ

見るつもり

全く見るつもりは
ない

違 反 881

初 回 738

合 計 3,679

交通事故、
故障、災害
などのとき

被害者
の手記

その他（任意
記載）

優 良 1,327

標識・表示の
種類と意味

自動車の
運転の方

法

高速道路で
の走行

一 般 733

無効回答 法令改正
交通違反

点数

初 回 738

合 計 3,679

合計

優 良 1,327

一 般 733

違 反 881

初 回 738 初 回 738

合 計 3,679 合 計 3,679

一 般 733 一 般 733

違 反 881 違 反 881

合 計 3,679 合 計 3,679

優 良 1,327 優 良 1,327

違 反 881 違 反 881

初 回 738 初 回 738

優 良 1,327 優 良 1,327

一 般 733 一 般 733





平 成 2 2 年 1 2 月

警察庁交通局運転免許課

第20回運転免許制度に関する懇談会議事要旨

１ 日時

平成22年11月４日（木） 午後３時から午後５時までの間

２ 場所

警察庁19階第２会議室

３ 議事要旨

(1) 資料説明（警察庁）

・ 更新時講習及び同講習で使用される教本について説明。

・ 本年５月に行われた事業仕分けの評価結果等について説明。

・ 事業仕分けの評価結果等を踏まえた取組み状況について説明。

(2) 討議

○ 教本の内容について

・ 道路交通法令の改正点だけでなく、例えば、「横滑り防止装置」のような、自動

車の新しい技術についても取り扱うべきである。

・ 現在の教本には、自動車の運転の方法について役に立つ情報があまり書かれて

いない。更新時講習は、既に免許を受けている者を対象としており、自動車教習

所の教習と同じ内容では意味がない。

・ 例えば、ヘッドレストの使い方について記載する、チャイルドシートに関する

記述を改めるなど、安全運転教育の観点から全面的に内容を見直す必要があるの

ではないか。

・ 自動車の技術の進歩に伴う操作方法の変更に関する記述がない。例えば、電気

自動車やハイブリッド自動車のバッテリー故障時の対処方法（直接バッテリーに

手を触れてはならないことなど）についても取り扱うべきである。

・ 交通ルールの話と自動車の運転の方法については、明確に分けて書くべきでは

ないか。

・ 交通ルールだけではなく、安全運転の方法に関する記述をもっと盛り込むべき

ではないか。

・ 自動車教習所で使った教材を、ずっと手元に置いておくということはあまり無

いと思うので、更新時講習において、交通ルールを内容とする教本を配布するこ

とは必要である。講習で使用するためというよりも、講習後に参照する手持ち資

料として必要なのではないか。

・ 自己の違反状況や事故状況あるいはヒヤリハット体験等を記載することができ

るメモ欄を設けるなど、教本を個人の資料として有効活用することができるよう



な工夫が必要ではないか。

・ 自動車の新しい機能の中には、便利ではあるが、多くの人が使いこなせていな

いようなものがたくさんあり、そのような機能の活用方法についても盛り込むべ

きではないか。

・ 更新時講習の対象は、若者から高齢者までと年齢層が広いことから、年代に応

じた教本を用意することも検討するべきではないか。

○ 教本の形式について

・ 教本のサイズについては、自動車のダッシュボードに入る大きさを維持するべ

きではないか。

・ 活字を読まない時代になっており、そもそも教本は必要なのか。インターネッ

トやカーナビを活用することは考えられないか。

・ 教本を通読することは難しいが、電子化して検索できるようにすると便利では

ないか。紙の教本も必要であるが、インターネットと組み合わせて使えるように

するなどの工夫をするとよいのではないか。

○ その他

・ 一般競争入札を導入することによって数多くの出版社が販売することになると、

一社当たりの販売部数が減り、コストダウンを図ることができるかは疑問。公安

委員会などが承認した者による競争という方法を採るべきではないか。

・ 教本の中身だけでなく、更新時講習の内容についても議論するべきではないか。

・ 更新時講習において、教本の具体的な記述に言及すると活用されやすくなるの

ではないか。



平 成 2 3 年 １ 月

警察庁交通局運転免許課

第21回運転免許制度に関する懇談会議事要旨

１ 日時

平成23年１月21日（金） 午後３時から午後５時までの間

２ 場所

警察庁18階第10会議室

３ 議事要旨

(1) 資料説明（警察庁）

・ 更新時講習で使用される教材の現状について説明。

・ 教材の在り方の見直し案について説明。

(2) 討議

○ 教材の内容、構成について

・ 優良運転者講習で運転適性自己診断用紙を配らないこととすると、優良運転者

のうちペーパードライバーである方にも、配らないことになる。そのような方に

ついては、いざ運転を始める前に、自らの運転適性を確認した方がよいことを考

慮すると、優良運転者講習においても、希望する方には配布するなどしてもよい

のではないか。

・ 運転適性自己診断用紙を教本の中に取り込み、一体にすることで、紛失の防止

を図ることができるのではないか。

・ 運転適性自己診断は更新時には全員実施した方がよいのではないか。

・ 教材に運転者のヒヤリ・ハット体験等の記録をする欄を設けるのであれば、講

習受講後１年、２年、３年と、年ごとに分けて記入できるようにして、年ごとに

自分の運転状況を比較できるようにすると効果があるのではないか。

・ 例えば、こういう運転をすれば車が長持ちするというように、ユーザーの観点

からエコドライブについての記述をすることで、読者に興味を持たせることがで

きるのではないか。その結果、エコドライブが普及すれば、安全運転にもつなが

る。

・ 現在配布されている教材にも、アイドリングストップについての記述はあるが、

どのような方法や場面でアイドリングストップをするのかなど、読者が知りたい

ことやためになることを、より具体的に書くべきではないか。また、アイドリン

グストップについて知りたいと思ったときに、教材のどの部分にそのことが記載

されているのか、探すための工夫が必要ではないか。

・ 教材に電気自動車やハイブリッド自動車といった新しい自動車の特質や留意事

項等を書くべきではないか。



・ 最近は、携帯電話（スマートフォン）を通常のカーナビと同じように使えるよ

うになってきたが、そういった技術革新についても教材に記載をするべきではな

いか。

○ インターネット利用について

・ インターネットを利用することで、アクセス数が分かるため、多くの方が何に

興味を持っているかが明白になる。今後は、そういった反応を観察してコンテン

ツの充実を図っていくべきではないか。

・ 運転適性自己診断用紙を電子データにしたり、インターネット上での自己診断

ができるようにしたりすれば、より多くの方に活用されるのではないか。

・ 各県の免許関係のウェブサイトは大変充実しているので、これらのページにリ

ンクを張れば、便利なものとなり、より多くの方に見てもらえるのではないか。

・ インターネットを使えない方等に対して、必要な情報をどのように提供してい

くかについて検討するべきである。

○ その他

・ コスト削減という仕分けの命題があるので難しいかもしれないが、交通安全の

観点から、教材のページ数を増やすなどより充実させるという視点も重要ではな

いか。

・ 講習手数料は、人件費と教材費を合わせたものであるが、人件費の方が大部分

を占めていることを考えると、教材費を安くしても、一般の方から見たらほとん

ど下がったように見えないのではないか。


